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(1) 鉄道施設整備は，沿線地域の土地利用パターンの変化を大幅に進行させる o その土地利用変化に影
響を与える主な要因としては，住居活動，商業業務活動，交通および地価，工業活動に関する五つの
因子である乙とを立証している。
(2) 鉄道沿線住宅地域の地価分布特性に関する既往の研究においては交通条件が卓越した要因とされて
きたが，それ以外の要因として，地域形成過程等の影響が大きい乙とを明らかにしている。
(3) 住宅地域の地価を推定するために北大阪地域を対象とした説明モデノレを提案し，それを東大阪市の
住宅地域に適用し，乙のモデルによる推定が有効である乙とを確認している。
(4) 鉄道沿線住宅地域の住宅立地動向および住宅立地選択行動特性について，交通条件および地価，世
帯の所得等が住宅立地iζ関係している乙とを明らかにし，地価条件が交通条件よりも大きい影響要因
である乙とを示している。
??? ??
(5) 鉄道沿線地域に対する個人立地選択行動は交通指向型か環境指向型に大別できる乙とを示し，立地
選択に重要な要因は，通勤時間，所得および立地地域の地価である乙とを明らかにし，その結果は今
後の交通計画，地域計画上有益な示唆を与えるものである。
以上のように本論文は鉄道施設整備がその地域に及ぼす影響の計測手法を明らかにしたもので，その
結果は今後の土地利用計画，地域計画および鉄道施設計画等に益する乙と大なるものがあり，都市計画，
交通工学上極めて有用で，学術上，実用上寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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